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平
成
28
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
市
政
運
営
に
対
す
る

私
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
施
策
を

申
し
上
げ
、
議
会
な
ら
び
に
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
昨
年
の
茨
城
県
常
総
市

と
宮
城
県
大
崎
市
の
集
中
豪
雨
災
害
、

そ
し
て
、
丸
５
年
を
迎
え
た
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
先
般
、
国
勢
調
査
速
報
値
が

公
表
さ
れ
、
本
市
の
人
口
減
少
が
加
速

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
22
年
度
の
前
回
調
査
か
ら
本

市
で
は
２
、
１
１
５
人
減
少
し
て
お
り
、

県
内
市
町
村
の
減
少
数
の
大
き
さ
で
は 特

集
　
平
成
28
年
度 

施
政
方
針

平
成
28
年
度
　

村
山
市
施
政
方
針

５
番
目
で
あ
り
ま
し
た
。
前
回
調
査
で

は
１
、
３
８
１
人
の
減
少
数
で
し
た
か

ら
、
本
市
の
人
口
減
少
対
策
が
急
務
で

あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
す
で
に
、
昨
年
８
月
に
「
第
５
次
村

山
市
総
合
計
画 

次
世
代
へ
の
〝
架
け

橋
〞
プ
ラ
ン
」
を
、
10
月
に
は
「
村
山

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
総
合
計

画
は
平
成
36
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
市

政
の
羅
針
盤
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
総
合
戦
略
は
、
地
方
創
生
を
進
め

る
た
め
に
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
受
け
て
、
全
国

の
地
方
自
治
体
が
策
定
す
る
５
年
間
の

計
画
で
あ
り
ま
す
。
両
計
画
と
も
、
人

口
減
少
対
策
を
最
重
要
課
題
と
し
て
捉

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
登
載
し
て
お

り
ま
す
。

　
総
合
計
画
で
は
「
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市
を
創
る
」
を
基

本
理
念
と
し
て
、
５
つ
の
大
き
な
柱
を

掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
次
の
３
点

を
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ⅰ
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
若
者
の

　
定
住
促
進
」
事
業

Ⅱ
「
楯
岡
高
等
学
校
用
地
の
利
活
用
と

　
中
心
市
街
地
の
再
生
」
事
業

Ⅲ
「
東
北
中
央
自
動
車
道
開
通
後
の
ま

　
ち
づ
く
り
」
事
業

　
こ
の
中
で
、
当
面
の
重
要
政
策
で
あ

る
駅
西
開
発
事
業
が
、
い
よ
い
よ
目
に

見
え
る
形
で
展
開
さ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
や
商
業
施

設
の
造
成
・
建
築
工
事
が
ま
も
な
く
始

ま
り
ま
す
。
村
山
市
の
持
続
的
発
展
、

そ
し
て
市
民
の
み
な
さ
ま
、
と
り
わ
け

若
者
世
代
が
「
夢
と
希
望
」
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
ま
い
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に 夢
と
希
望
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
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特
集
　
平
成
28
年
度 

施
政
方
針

１
　
人
口
減
少
対
策

　
人
口
減
少
対
策
は
、
各
種
デ
ー
タ
に

示
さ
れ
て
お
る
と
お
り
転
出
を
防
ぐ
政

策
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
次
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
①
雪
対
策
を
引
き
続
き
重
要
政
策
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
冬
の

除
排
雪
は
大
変
な
重
労
働
で
あ
り
、
平

成
27
年
度
の
冬
は
平
年
を
下
回
る
程
度

の
積
雪
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
新
年
度

も
十
分
な
予
算
を
確
保
し
て
「
間
口
に

雪
を
置
か
な
い
」
除
排
雪
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者
世
帯

へ
の
配
慮
と
共
に
、
早
朝
に
出
勤
す
る

若
い
方
々
に
も
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
り

若
者
の
流
出
を
止
め
る
策
に
な
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
流
雪
溝
整

備
は
平
成
26
年
度
の
全
市
内
調
査
を
踏

ま
え
て
、
富
並
地
区
か
ら
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。
消
雪
施
設
は
定
期
的
点
検

と
補
修
を
お
こ
な
い
な
が
ら
長
寿
命
化

を
図
り
、
現
在
の
水
源
を
確
保
で
き
る

限
り
は
廃
止
せ
ず
利
用
し
て
い
く
方
針

で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
雪
対
策
は
、
機
械
除
排
雪
、

流
雪
溝
、
消
雪
施
設
の
３
本
柱
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
②
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
は
若
者

世
代
の
流
出
で
あ
り
、
対
応
策
と
し
て

特
に
「
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
」
へ
の
支

援
を
手
厚
く
い
た
し
ま
す
。
小
さ
い
子

ど
も
を
持
つ
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
第

１
子
の
保
育
料
を
県
内
で
初
め
て
半
額

に
、
そ
し
て
昨
年
度
か
ら
は
第
３
子
以

降
に
毎
月
の
児
童
手
当
の
上
乗
せ
を
お

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
大
変

好
評
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
引

き
続
き
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
③
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
家

庭
へ
の
「
子
育
て
応
援
・
定
住
促
進
対

策
事
業
補
助
金
」
の
対
象
を
従
来
の
新

築
に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
中
古
住
宅

購
入
へ
も
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
　
産
業
の
振
興

　
働
く
場
所
の
確
保
は
人
口
減
少
対
策

と
し
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
市

総
合
戦
略
の
中
で
も
施
策
の
中
心
的
な

柱
と
し
て
「
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
か
し

て
〝
し
ご
と
〞
を
創
出
し
よ
う
」
と
掲

げ
て
お
り
ま
す
。
新
規
の
工
業
団
地
を

造
る
と
い
う
選
択
肢
よ
り
も
、
今
は
、

既
存
の
企
業
を
大
事
に
し
て
、
社
員
を

１

２

基
本
的
な
考
え
方

増
や
し
て
い
た
だ
く
方
向
で
進
め
た
い

と
存
じ
ま
す
。
受
発
注
を
手
助
け
す
る

た
め
に
、
「
企
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
」
事
業
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
商
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

は
買
い
物
場
所
の
確
保
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
駅
西
へ
の
商
業
施
設

誘
致
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
既
存
商
店
街
の
活
性

化
を
進
め
る
た
め
に
、
空
き
店
舗
を
活

用
し
た
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や

市
外
の
有
名
店
舗
の
支
店
誘
致
を
働
き

か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

企業支援コーディネーターによる
製造現場改善支援
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５
　
教
育
の
充
実

　
本
市
の
財
産
で
あ
る
高
い
教
育
力
を

よ
り
充
実
し
て
い
く
た
め
に
、
人
的
・

経
済
的
に
不
安
定
な
環
境
に
あ
る
子
ど

も
に
対
し
て
学
習
支
援
や
進
学
等
の
相

談
を
受
け
る
「
子
ど
も
の
自
立
支
援
事

業
」
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
不
登
校
児
童
生
徒
等
の
学
校
復
帰

を
支
援
す
る
「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

５

を
創
設
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
と
「
Ｇ

Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
む
ら
や
ま
夢
・
体
験
プ
ラ

ン
」
事
業
を
組
み
合
わ
せ
、
教
育
全
体

の
底
上
げ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
耐
震
化
の
た
め
の
改
築
事
業
を
お
こ

な
う
楯
岡
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
楯
岡
高
校
用
地
に
仮
校
舎
を
設

置
し
た
う
え
で
、
改
築
事
業
に
着
手
い

た
し
ま
す
。

３
　
農
林
業
の
振
興

　
農
業
政
策
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
妥
結
の
影
響
が

不
透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、
食
は
生
命

の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
安
心
安
全
な
食

糧
を
生
産
し
、
高
付
加
価
値
を
付
け
て

後
継
者
も
納
得
で
き
る
農
業
経
営
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
・
県

と
連
携
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
近
は
若
い
新
規
就
農
者
が
増
加
し

て
お
り
頼
も
し
い
限
り
で
あ
り
、
５
年

後
10
年
後
を
見
据
え
た
政
策
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

４
　
安
心
で
き
る
生
活
の
推
進

　
狭
あ
い
な
道
路
の
対
策
は
安
心
安
全

な
生
活
を
送
る
う
え
で
、
ま
ち
づ
く
り

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今
年
度
も
、
こ
の

考
え
方
に
沿
っ
て
新
規
路
線
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
安
心
の
た
め
、
昨
年

度
設
置
い
た
し
ま
し
た
防
犯
灯
の
全
市

内
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
、
今
後
も
省
エ
ネ
・

低
コ
ス
ト
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

改築する楯岡小学校のイメージ

特
集
　
平
成
28
年
度 

施
政
方
針

6次産業化を目指す学習会を開催都市計画道路楯岡東根温泉線の整備をスタート
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１  

若
者
定
住
支
援

拡  

子
育
て
応
援
・
定
住
促
進
事
業

２
、５
０
２
万
円

　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
家
庭

が
、
市
内
に
住
居
を
求
め
る
場
合
に
最

高
１
０
０
万
円
を
補
助
。
従
来
の
新
築

に
加
え
、
新
年
度
よ
り
中
古
住
宅
購
入

者
に
も
対
象
を
拡
大
。

拡  

定
住
・
移
住
促
進
事
業
　

９
０
０
万
円

　
「
村
山
の
あ
ん
ば
い
・
い
い
家
」
設

計
コ
ン
ペ
受
賞
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

採
用
し
新
築
す
る
方
へ
、
設
計
費
を
補

助
。２  

雪
対
策

一
部
新  

除
雪
・
流
雪
溝
整
備
事
業

２
億
５
、９
６
１
万
円

　
市
道
６
８
２
路
線
２
５
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
除
排
雪
と
消
雪
パ
イ
プ
30
路
線

の
維
持
管
理
、
富
並
・
外
宿
地
区
の
流

雪
溝
の
実
施
設
計
。

３  

子
育
て
支
援

継
子
育
て
応
援
す
く
す
く
手
当
・

保
育
料
支
援
事
業

　７
、２
５
９
万
円

　
第
３
子
以
降
の
児
童
が
満
３
歳
を
迎

え
る
誕
生
月
ま
で
、
月
額
５
千
円
を
児

童
手
当
に
上
乗
せ
し
て
支
給
。
ま
た
、

第
１
子
保
育
料
等
の
半
額
補
助
事
業
を

継
続
。

新
民
間
保
育
施
設
整
備
補
助
事
業

１
億
５
、８
０
５
万
円

　
０
歳
か
ら
の
預
か
り
を
可
能
に
す
る

袖
崎
・
大
高
根
の
保
育
施
設
民
営
化
に

向
け
た
整
備
事
業
と
市
内
民
間
保
育
園

増
築
事
業
に
補
助
金
を
拠
出
し
、
子
育

て
環
境
を
充
実
。

４  

商
業
施
設
誘
致
（
駅
西
開
発
）

新
駅
西
開
発
に
伴
う
道
路
・
環
境

整
備
事
業

　
１
億
５
、８
５
０
万
円

　
駅
西
へ
の
商
業
施
設
誘
致
の
た
め
、

道
路
な
ど
の
周
辺
環
境
を
整
備
。
ま

た
、
駅
西
か
ら
村
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
仮
称
）
ま
で
を
つ
な
ぐ
新
し
い
象

徴
的
な
道
路
を
整
備
。

新  

道
路
新
設
改
良
事
業

２
、０
０
０
万
円

　
楯
岡
中
荒
田
地
区
内
（
市
役
所
南

側
）
の
道
路
整
備
に
向
け
た
調
査
。

５  

農
林
業
の
振
興

新  

担
い
手
確
保
・
６
次
産
業
支
援

事
業
　
　
　
　
　
　  

７
０
９
万
円

　
農
業
者
・
新
規
就
農
者
お
よ
び
就
農

希
望
者
を
総
合
的
に
支
援
。
ま
た
、
６

次
産
業
化
を
目
指
す
農
家
を
支
援
。

１ 

平
成
28
年
度
の
主
な
施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

具
体
的
な
施
策

※
新
は
新
規
事
業
　
拡
は
拡
充
事
業
　
継
は
継
続
事
業
を
表
し
て
い
ま
す

２ 

３ 

４ ５ 

特
集
　
平
成
28
年
度 

施
政
方
針

特集　平成28年度  施政方針

６  

中
心
市
街
地
の
利
便
性
向
上

新  

買
い
物
バ
ス
実
証
運
行
事
業

８
５
２
万
円

６ 
駅西エリア開発構想図

商業施設の整備

ホテルの建築
村山駅

住宅団地の整備

大沢川旧河川を利用した楯岡中荒田地区の整備

企業誘致予定

市道の整備
延長1キロメートル

日本一のバラ回廊（幅員50メートル・延長500メートル）

ラウンドアバウト（調整中）

村山インターチェンジ（仮称）

※ラウンドアバウト＝信号のない環状交差点

Ⅰ
「
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

若
者
の
定
住
促
進
」
事
業

Ⅱ
「
楯
岡
高
等
学
校
用
地
の
利
活

用
と
中
心
市
街
地
の
再
生
」
事
業
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楯
岡
商
店
街
の
活
性
化
と
お
年
寄
り

な
ど
買
い
物
弱
者
の
対
策
と
し
て
、
買

い
物
バ
ス
実
証
運
行
事
業
を
実
施
。

継  
道
路
新
設
改
良
事
業

３
、０
０
０
万
円

　
市
道
鶴
ヶ
町
西
線
道
路
改
良
事
業
に

伴
う
用
地
測
量
等
を
実
施
。

継  

都
市
計
画
道
路
楯
岡
東
根
温
泉

線
整
備
事
業

　
　
　  
５
０
０
万
円

　
都
市
計
画
道
路
楯
岡
東
根
温
泉
線
の

整
備
に
伴
う
事
業
の
認
可
を
申
請
。

７  

中
心
市
街
地
の
観
光
振
興

新  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
観
光
振
興

事
業

　 

　
　
　
　
１
、４
１
０
万
円

　
東
沢
バ
ラ
公
園
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
り
誘
客
を

促
進
。
ま
た
、
着
地
型
観
光
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
村
山
駅
内

に
観
光
案
内
拠
点
施
設
を
整
備
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
ア
ン
ド
・ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略
。
情
報
通
信

技
術
の
こ
と
。

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
、
外
国
人
旅
行

者
な
ど
の
こ
と
。

９  

観
光
交
流

新  

総
合
案
内
動
画
制
作
事
業

３
０
０
万
円

　
市
の
ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
の
総
合
案
内
動
画
を
制
作
。

新  

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
観
光
情
報

発
信
事
業

　
　
　
　  

４
８
７
万
円

　
東
京
都
・
浅
草
の
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ

ん
か
ら
観
光
情
報
を
発
信
。

新  

観
光
交
流
事
業

　
４
７
６
万
円

　
最
上
川
三
難
所
周
辺
へ
の
誘
客
促
進

の
た
め
、
最
上
川
ス
マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
最
上
川
を
核
と
し
た
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
観
光
交
流
を
実
施
。

８  

イ
ン
フ
ラ
整
備

新
駅
西
開
発
に
伴
う
道
路
・
環
境

整
備
事
業
〈
再
掲
〉６

、０
０
０
万
円

　
駅
西
の
周
辺
環
境
整
備
の
う
ち
、
市

道
駅
西
中
央
線
か
ら
村
山
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
を
つ
な
ぐ
道

路
整
備
の
調
査
。

新
道
路
新
設
改
良
事
業
〈
再
掲
〉

２
、０
０
０
万
円

　
楯
岡
中
荒
田
地
区
と
主
要
地
方
道
寒

河
江
村
山
線
を
結
ぶ
道
路
整
備
に
つ
い

て
調
査
。

　10  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策

新  

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
支
援
事
業

　
　
　  

５
０
０
万
円

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
と
し
て
、
意
欲
的
な
農

業
者
等
が
高
収
益
な
作
物
・
栽
培
体
系

へ
の
転
換
を
図
る
取
組
み
を
支
援
。

11  

保
育
施
設
の
民
間
委
託

新  

戸
沢
保
育
園
の
指
定
管
理
事
業 

１
億
７
７
２
万
円

　
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
へ
対
応
。

12  

子
ど
も
の
貧
困
対
策
・
人
材
育
成

新  

村
山
市
夢
応
援
奨
学
金
事
業

３
、０
０
０
万
円

　
子
ど
も
た
ち
が
経
済
的
理
由
に
よ

り
、
進
学
・
就
学
を
断
念
す
る
こ
と
な

く
、
安
心
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
。

13  

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

新  

消
防
施
設
整
備
事
業

３
、６
０
２
万
円

　
防
災
拠
点
で
あ
る
消
防
庁
舎
の
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
。

11 12 13 10 

９ 

７ 
８ 

特
集
　
平
成
28
年
度 

施
政
方
針

連日にぎわう東京・浅草のまるごとにっぽん

最上川を眺めながら走るスマイルマラソン

村山市のコーナー

Ⅲ
「
東
北
中
央
自
動
車
道
開
通

後
の
ま
ち
づ
く
り
」
事
業

Ⅳ
政
策
的
に
重
要
な
事
業
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「
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市
」
を
目
指
す
た
め
の

平
成
28
年
度
予
算
編
成

　

平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
「
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

魅
力
あ
る
村
山
市
」
実
現
の
た
め
に
、

第
５
次
村
山
市
総
合
計
画
の
最
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
着
実
な
推
進
を
基

本
方
針
と
し
ま
し
た
。
市
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
「
若
者
の
定
住
」
に
つ

い
て
は
、
「
村
山
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た

事
業
を
柱
に
、
重
点
的
に
予
算
を
配

分
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
は

１
２
３
億
４
千
万
円
で
、
５
億
９
千

万
円
、
５
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■歳出用語の説明
民生費　子どもや老人、障がい者などの福祉に使うお金
総務費　全般的な管理や戸籍・税などの事務に使うお金
公債費　借りたお金の返済に使うお金
土木費　道路や公園などの建設・修理に使うお金
教育費　学校の改築や運営、生涯学習などに使うお金
農林水産業費　農林業の振興などに使うお金
衛生費　市民の健康や環境を守るために使うお金
商工費　商工業や観光の振興のために使うお金
消防費　消防など市民の安全・安心のために使うお金
議会費　議会の運営などに使うお金
労働費　労働者の支援などに使うお金

■歳入用語の説明
地方交付税　市の財政状況等に応じ国から交付されるお金
市税　みなさんが納める税金
市債　事業をおこなうために国や金融機関から借り入れるお金
国・県支出金　特定の市の事業に対して国・県から交付されるお金
繰入金　市の貯金の取りくずし
地方譲与税等　国・県に納められた税金などから一定の割合で市町
　　　　　　　村に譲与されるお金

会計名 予算額 対前年比
一般会計 123億4,000万円 5.0％
国民健康保険事業特別会計 31億2,864万円 △2.8％
公共下水道事業特別会計 11億5,266万円 5.4％
財産区特別会計 72万円 △0.3％
農業集落排水事業特別会計 1億979万円 45.1％
土地区画整理事業特別会計 1,648万円 △19.6％
介護保険事業特別会計 26億7,740万円 2.6％
後期高齢者医療事業特別会計 2億9,370万円 2.5％
水道事業会計 11億5,847万円 1.2％

合　計 208億7,786万円 3.4％

■村山市の総予算

歳入

地方交付税地方交付税
43億5,000万円43億5,000万円
35.3％35.3％

市税市税
23億8,482万円23億8,482万円
19.3％19.3％

市債市債
13億5,180万円13億5,180万円
11.0％11.0％

国庫支出金
11億1,555万円

9.0％

県支出金
8億6,549万円
7.0％

繰入金
7億764万円
5.7％

地方譲与税・交付金等
5億7,967万円
4.7％

寄附金
3億円
2.4％

その他
6億8,503万円
5.6％

歳出

民生費民生費
35億187万円35億187万円
28.4％28.4％

総務費総務費
20億451万円20億451万円
16.3％16.3％公債費公債費

15億8,023万円15億8,023万円
12.8％12.8％

土木費土木費
15億1,670万円15億1,670万円
12.3％12.3％

教育費教育費
13億9,410万円13億9,410万円
11.3％11.3％

農林水産業費
6億725万円
4.9％

衛生費
5億7,219万円
4.6％

商工費
4億7,308万円
3.8％

消防費
4億5,138万円
3.7％

議会費
1億8,027万円
1.5％

労働費
2,733万円
0.2％ 災害復旧費

110万円
0.0％
予備費
3,000万円
0.2％

一般会計　総額123億4,000万円

特
集　

平
成
28
年
度 

施
政
方
針

特集　平成28年度  施政方針

計数はそれぞれ四捨五入しているため、積み上げと合計が
一致しない場合があります。
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バ
リ
ー
市
友
好
訪
問
団 

市
民
参
加
者
を
募
集

　
カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー
市
と
は
平
成
６
年

に
交
流
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
９
年
に

バ
リ
ー
市
の
青
少
年
使
節
団
が
村
山
市

を
訪
れ
て
以
来
、
毎
年
、
交
互
に
青
少

年
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
バ
リ
ー
市
と
の
友
好
関

係
を
市
民
ど
う
し
で
深
め
る
た
め
村
山

市
民
バ
リ
ー
市
友
好
訪
問
団
を
結
成

し
、
バ
リ
ー
市
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

バ
リ
ー
市
友
好
訪
問
団 

市
民
参
加
者
募
集

カ
ナ
ダ
・
バ
リ
ー
市
と
市
民
交
流

応募要件　①18歳以上で市内に在住している方
②バリー市での滞在中にホームステイできる方
※来年度以降にバリー市から村山市を訪問される方をホームステイで
　受け入れることができるなど、バリー市と民間交流を継続できる方

主な行程　7月12日（山形空港8:50→飛行機→羽田空港9:55→羽田空港国際線
　　　　　　　　　　17:40→飛行機12時間→トロント空港着→バリー市着）
　　　　　　  13日（市役所表敬訪問、市民との交流、ホームステイ3日間、バ

日　リーやトロント市内視察ほか）
　　　　　　  17日（トロント空港13:40→飛行機13時間）
　　　　　　  18日（羽田空港国際線着15:35→貸切バス→市役所24:00）
参加費　　1人あたり190,000円程度
　　　　　※285,000円のところ市が3分の1以内を補助
募集人数　先着10名　※定員になり次第締め切ります。
募集期限　4月28日(木)
申込・問合せ　総務課庶務係  ☎内線211

バリー市

カナダ・バリー市の市旗

カナダを代表するナイアガラの滝

期日：7月12日(火)～18日(月・祝日)  5泊7日

アメリカ合衆国

トロント

カナダ

バリー市はカナダ最大の都市
オンタリオ州トロント市から
車で約1時間の距離にあります

〜
16
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時
の
動
静
・
わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

時
の
動
静

市
長
が
市
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す

　
楯
岡
高
校
が
楯
岡
女
学
会
か
ら
１
１
１
年
の
歴
史
を
経
て
、
３
月
31
日
閉
校
さ
れ

ま
し
た
。
村
山
市
民
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
穴
が
ポ
ッ
カ
リ
と
空
い
た
よ
う
な
出
来

事
で
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
と
共
に
す
ば
ら
し
い
活
用
を
考
え
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

▼
楯
岡
高
校
跡
地
に
つ
い
て

　
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
「
市
民
の
声
直
通
便
」
な
ど
を
と
お

し
て
控
え
め
に
探
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
県
の
教
育
庁
か
ら
の
要
請

も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
間
は
表
立
っ
た
活
動
を
控
え
、
配
慮

す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
は
積
極
的
に
話
し
合

い
、
次
の
こ
と
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Vol.
004

　
い
よ
い
よ
、
協
力
隊
と
し
て
の
最
終
年

度
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
の
１
年
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
こ
の
冬
は
、
３
月
末
で
協
力
隊
任
期
終

了
と
な
っ
た
千
田
若
菜
さ
ん
と
一
緒
に
、

村
山
市
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
在
住
の

若
者
チ
ー
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
助
成
金
を
い
た
だ
い
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
住
ん
で
い
る
人

し
か
知
ら
な
い
村
山
市
を
紹
介
す
る
」
。

気
の
合
う
友
人
を
村
山
市
に
招
待
す
る

と
し
た
ら
、
ど
こ
を
ど
ん
な
風
に
お
す

す
め
し
た
い
？
と
い
う
質
問
を
市
内
在
住

の
女
子
数
人
に
投
げ
か
け
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
、
移
住
し
て
き
た
私
た
ち
目
線
で
選

ん
で
構
成
し
ま
し
た
。
紹
介
し
て
い
る
各

店
・
場
所
へ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
協
力
し
て

く
れ
た
彼
女
た
ち
か
ら
の
も
の
も
反
映
し

て
い
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
の
『nice

　to 
m
eet you 

む
ら
や
ま
』
に
は
「
は
じ
め

ま
し
て
」
と
「
出
会
え
て
よ
か
っ
た
」
の

２
つ
の
意
味
を
込
め
ま
し
た
。
２
つ
目
の

意
味
は
、
宿
に
泊
ま
り
に
来
て
く
れ
た
外

国
人
に
教
わ
り
ま
し
た
。 

　
市
内
各
所
に
設
置
す
る
予
定
で
す
の

で
、
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
、
お
手
に
と
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
！

Vol.
13

こ
ん
に
ち
は

小
田
嶋
優
で
す

～小田嶋優隊員の奮闘記～

　
先
日
の
市
議
会
で
「
県
立
楯
岡

高
等
学
校
跡
地
利
活
用
に
関
わ
る

宣
言
」
を
決
議
し
、
議
会
、
そ
し

て
市
民
の
み
な
さ
ん
や
市
外
の
応

援
団
の
み
な
さ
ん
と
共
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
体
制
が
整
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
公
論
へ
の
道
が

開
か
れ
た
今
、
明
日
の
村
山
市
の

た
め
に
、
楯
岡
小
で
間
借
り
す
る

３
年
後
を
見
据
え
て
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

▶楯岡高校同窓会
より、名誉市民第
1号の高嶋祥光先
生の絵画「みそぎ
の滝」を寄贈いた
だきました。

1800㎜×900㎜

ガイドブックを完成させた小田嶋優さん（右）と千田若菜さん（左）

①
約
７
０
０
人
弱
の
生
徒
・
職
員
の
経
済
損
失
（
市
内
に
お
け
る
毎
日
の
飲
食
や
消

　
耗
品
の
購
入
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
部
活
動
の
懇
親
会
な
ど
）
を
ど
う
埋
め
る
か

②
目
指
す
は
や
は
り
学
校
関
連
（
運
動
公
園
な
ど
は
経
済
効
果
が
著
し
く
少
な
い
）

③
所
有
者
で
あ
る
県
を
巻
き
込
ん
だ
共
同
開
発

キーワードは
111年
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医療用ウィッグの
購入費へ助成します

助
成
金
・
補
助
金
情
報

お子さんが3人以上
いる方への手当

　お子さんを3人以上養育してい
る保護者に対し、子育て応援すく
すく手当を支給します。
■対象／児童手当受給者（公務員
　を含む）
■助成額／月額5,000円
　6月・10月・2月の児童手当支
　給時に上乗せ

問子育て支援課子ども福祉係
　 ☎内線162

1人目から
保育料が半額

　保育園、認定こども園、小規模
保育事業所の保育料、児童セン
ターの使用料と給食費が1人目か
ら半額になります。さらに、同時
入所の3人目以降は無料です。
　納付していただくときは、初め
から半額で集金しています。

問子育て支援課子ども福祉係
　 ☎内線162

助成金・補助金情報
～みなさんの生活にお得な情報をお知らせします～

私立幼稚園児・私立     
高校生へ補助します

　私立幼稚園に在園の方や私立高
校に在学の方に私立幼稚園就園奨
励費補助金、保育料軽減事業費補
助金、私立高等学校生徒学費補助
金など各種補助制度があります。
所得制限など
条件がありま
すので詳しく
はお問い合わ
せください。
問学校教育課庶務係  ☎内線323

小中学生の学用品
給食費を援助します 

　病気や災害、その他経済的理由
から学校集金の納付が困難な小中
学生の保護者の方に学用品費、給
食費等の一部を援助します。
　所得制限等の
審査があります
ので、詳しくは
お問い合わせく
ださい。

問学校教育課学事係  ☎内線324

子

医

届出保育施設等の
保育料へ補助します

　市外にある届出保育施設等（旧：
認可外保育施設）の保育料の半額
相当を補助します。
■対象／届出保育施設等を利用し
　ており、保育料の未納がない方
■補助額／1人目･同時入所の2人目:
保育料の半額(上限14,000円/月)
同時入所の3人目以降:保育料の
全額（上限28,000円/月）
問子育て支援課子育て推進係
　 ☎内線163

中学2年生のピロリ
抗体検査・除去が無料

　胃がんの発生に大きく関わりが
あるとされるピロリ菌の早期除去
のため、中学2年生を対象に実施
するピロリ
抗体検査と
除去治療の
費用を全額
市が負担し
ます。

問保健課健康指導係  ☎内線136

産後1か月の
母子健診が無料

　出産した医療機関でおこなう、
母子の1か月健診の費用を全額市
が負担します。健診の際、市から
の受診票を医療機関へ提出してく
ださい。
　受診票が利用できない一部医療
機関については、支払い後に市へ
申請していただくと還付します。

問保健課健康指導係  ☎内線136

　がん治療により医療用ウィッグ
を購入した場合、費用の一部を助
成します。
■対象者／がんの治療中で就労や
社会参加のためウィッグが必要
な方（他の助成などを受けてい
る方は除く）
■助成金額／購入費の2分の1
　（上限2万円）
　27年度購入分は上限1万円
問保健課保健係  ☎内線131

県内就業で利子補給が
受けられる教育ローン

　ふるさと奨学ローンは、子ども
が卒業後に県内に就業した場合、
それ以降の利子に対し利子補給が
受けられる教育ローンです。
■利子補給／年2.0%（上限元金
300万円）
■融資限度額／1,000万円
■資金使途／大学・専門学校・高
校などの学資金、生活資金など

問商工観光課商工労政係  ☎内線153

子

子 子

子 子

医医
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介護用品等の助成
があります

　介護用品助成券で紙おむつ等を
助成します。
■対象／要介護2～5認定、身体
障害者手帳1・2級、療育手帳
A判定の方
上記に該当しない方でも助成が
できる場合があります。
■助成限度額／市民税非課税世帯
　は月額8,000円以内、市民税課
　税世帯は月額4,000円以内
問福祉課地域福祉係  ☎内線142

高齢者の運転免許証
自主返納に支援します

■対象／満65歳以上で運転免許
　証のすべてを自主返納した方
　（返納後1年以内の方）
■支援／次のうちからいずれか
　1つ30,000円分
・市営バス乗車券、乗合タクシー
　乗車券、タクシー利用券、山交
　バス定期券
■申請／警察署等で運転免許証の返
納手続き後、市民環境課へ申請。
問市民環境課生活環境係  ☎内線114

リフト付きタクシー
等利用に助成

　リフト付きタクシーなどの車両
の利用に助成します。
■対象／65歳以上の常時寝たき
り状態や車いす利用の方
下肢または体幹障がい1・2級
の障害者手帳を持つ方
■助成額／利用券1枚で2,700円

問福祉課地域福祉係  ☎内線142
　 福祉課生活福祉係  ☎内線147

高齢者へお弁当を
提供します

　一人暮らしの高齢者や高齢者世
帯に週1から2回、お弁当を提供
します。
　配達の際に、安否確認もおこな
います。
■対象／65歳以上の一人暮らし
　高齢者または高齢者世帯
■利用料／300円（1食）

問福祉課介護保険係  ☎内線143

新築、土地・中古
住宅の購入に補助

■定住促進土地(中古住宅)購入補
　助金25万円
住宅新築のための土地または中
古住宅を購入する方

■子育て応援住宅建設補助金
　中学生以下の子どもがいる世帯対象
　・住宅新築、建売住宅購入50万円
　・中古住宅購入25万円
■定住促進住宅建設補助金25万円
　市内の建設業者に発注する方
問建設課建築係  ☎内線232

住宅のリフォームを
支援します

■一般的なリフォーム
　対象工事費の10％補助
　(上限20万円)
■県の要綱に該当するリフォーム
　対象工事費の10％補助
　(上限20万円)
条件により対象工事費の 20％
補助 (上限 40万円 ) まで拡充。

問建設課建築係  ☎内線232

助
成
金
・
補
助
金
情
報

住

子

福 中学3年生までの
医療費が無料

　中学3年生までのお子さんの医
療費が無料です。県外の医療機関
を受診した場合は、支払い後に申
請していただくと還付します。
　医療費が無料となる医療証の
更新手続きが必要な場合もあり
ます。詳しくは市報3月15日号
5ページをご覧ください。

問保健課国保医療係  ☎内線135

高齢者宅に緊急通報
装置を設置します

　一人暮らし高齢者や高齢者世帯
に、緊急通報装置を設置すること
ができます。装置を利用すること
で警備会社と話すことができ、状
況に合わせ救急車の手配などを迅
速におこなうことができます。
■対象／介護認定を受けている
　65歳以上の一人暮らし高齢者
　または高齢者世帯
■利用料／2,000円（年間）
問福祉課地域福祉係  ☎内線142

障がいのある方へ
タクシー利用券を助成

　障がいのある方が普通タクシー
を利用する場合に助成します。
■対象／身体障害者手帳1～4級、
療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳のうち、いずれかをお持ちの方
および対象疾患に該当する方
■助成額／1枚で基本料金の9割
■交付枚数／月2枚
※福祉ガソリン券も選択できま
す。詳しくは18ページを参照。
問福祉課生活福祉係  ☎内線147

医医福福

福福 福

福住住住

【マークの説明】　　　～子育て関係、　　～医療関係、　　～障がい・高齢者関係、　　～住宅関係医 福 住
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助
成
金
・
補
助
金
情
報

耐震化改修工事
に補助します

　平成12年5月以前に建てられた
木造住宅を耐震改修する場合に補
助します。
■補助額／
耐震改修計画の総合評点が1.0以
上：費用の12分の7（上限80万円）
耐震改修計画の総合評点が0.7
以上1.0未満：費用の2分の1
（上限80万円）

問建設課建築係  ☎内線232

市内アパート等に
転入した就業者へ助成

　市内のアパートなど（市営住宅な
どを除く）に転入した就業者などに
対し、家賃の一部を助成します。
■対象者／家賃の滞納がなく、市
税等の滞納がない方など
■助成額／1世帯あたり年間10万円
（最大3年間）
農業に就業した場合は、別に年
間10万円を助成。
問商工観光課企業誘致対策係  ☎内線153
　 農林課農業振興係  ☎内線251

6次産業化に向けた
費用に補助します

　農産物の付加価値販売に取り組
む費用に対し補助します。
■対象者／農家、農家と連携する
商工業者
■対象費用／施設・設備の導入費
用、研修費用、商品開発・パッ
ケージデザイン製作費用など
■補助額／費用の2分の1
（上限額50万円）

問農林課6次産業係  ☎内線257

住宅の新築・増築に
利子補給します

　借入金100万円以上で上限200
万円までを対象として利子補給し
ます(3.65％上限)
■対象／
市内の勤労者で東北労働金庫か
ら融資を受けた方
所得者1人の場合は年収670万
円以内で所得者2名以上の場合
は合計年収が1,000万円以内

問商工観光課商工労政係  ☎内線153

資格取得に要した
経費に補助します

　求職者や就労者がスキルアップ
などを目的に各種資格を取得した
場合に資格取得に要した経費の2
分の1(上限10万円)を
補助します。

■対象／市内在住
　の求職者および
　就労者または事
　業所
問商工観光課商工労政係  ☎内線153

環境にやさしい住まい
に補助します

■太陽光発電設備の設置補助
3万円／kw(上限：住宅4kw、
事業所10kw未満)
■木質バイオマス燃焼機器設置
　設置費の3分の1(上限10万円)
■合併処理浄化槽設置
　402,000円～638,000円(人槽ごと)
　リフォーム事業には上乗せあり
■家庭用生ごみ処理機
　購入費の2分の1(上限：2万円)
問市民環境課生活環境係  ☎内線116

下水道接続のための
改造資金に利子補給

　下水道に接続するため、その改
造資金を市内金融機関から借り入
れた場合、利子の全額を補給しま
す。
■対象／供用開始から3年以内に
　接続工事する借入資金の利子
■融資の限度額／1世帯1件につ
き200万円以内
■償還方法／毎月元金均等償還で
期間は60か月以内
問水道課業務係  ☎内線181

低金利で生活資金を
融資します

　融資額200万円以内で年3.20％
の生活応援ローンです。
■金利／固定金利
　(保証料率年1.2%を含む)
■対象／職場に労働組合や融資制
　度がない会社や商店に1年以上
　勤務している方
　東北労働金庫の審査基準を満た
　している方

問商工観光課商工労政係  ☎内線153

新規就農者への
給付・補助

■青年就農給付金（45歳未満対象）
　年額最大150万円を5年間給付
　※夫婦で就農の場合は225万円
■新規就農給付金（45～64歳対象）
　年額最大50万円を3年間給付
■農地賃借料補助
　年間賃借料の50％（上限額10
　万円）を3年間補助
■施設整備および機械・種苗等購入補助
　費用の50％（上限額50万円）
問農林課農業振興係  ☎内線251

住住住

住働働

働農農

【マークの説明】　　　～住宅関係、　　～就労関係、　　～農業関係働 農住
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子
育
て
応
援
情
報

身長・体重測定ができる
ひだまり保健室

小学校入学前のお子さん対象
　お子さんの成長を実感してみま
せんか。測定結果はカードにして
お渡しします。
■期日　4月7日(木)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

ファミサポくらぶ
▶事前にお申し込みください

小学校入学前の親子対象
　親子で一緒に母の日のプレゼン
トを作ります。
■期日　4月15日(金)
■時間　午前10時30分～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　無料
■定員　20組
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

Babyママカフェ
▶事前にお申し込みください

12か月までの赤ちゃんとママが対象
　赤ちゃんは身長・体重測定をお
こないます。ママはカフェを楽し
みながら情報交換をしましょう。
■期日　4月22日(金）
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
■参加費　100円
■定員　18組
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

気軽にお話ください
子育て応援室「すくすく」

子育て・孫育て中の方ならどなたでも
　子育てに関することをゆっくり
お話しできる場です。子育て支援
コーディネーターが子育て支援の
情報提供もおこないます。
■期日　4月12日(火)、19日(火)、
　　　　26日(火)
■時間　午前9時30分～正午
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

おたんじょう手形
プレゼント

小学校入学前のお子さん対象
　4月生まれのみなさん、お誕生
日おめでとうございます。誕生月
のお子さんに記念の手形をプレゼ
ントします。
■期日　4月27日(水)
■時間　午前10時30分～11時受付
■会場　甑葉プラザ親子交流ひろば
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

子育て子育て応援情報応援情報
～交流イベント・講座情報～

春カフェ
▶事前にお申し込みください

1歳から小学校入学前の親子対象
　新緑の東沢公園で野外カフェを
楽しみましょう。集合場所や持ち
物などは申込みの際にお知らせし
ます。
■期日　4月28日(木)　
■時間　午前10時～11時30分
■会場　東沢公園
■参加費　大人200円、子ども100円
■定員　20組
問親子交流ひろば  ☎(53)0901

子育て支援センターぐんぐん
4月から敬愛信の会が運営

　戸沢保育園の公設民営化に伴
い、子育て支援センターぐんぐん
の運営が(福)敬愛信の会へと変わ
りました。地域に出向いた活動を
含め、これからも子どもたちが元
気にぐんぐん育つよう楽しい企画
を考えていきます。職員は27年
度と同じですので、お気軽にご利
用ください。
　新体制へ移行のため、各種イベ
ントは5月から実施します。
■開設日　月曜～土曜日
※祝日、年末年始を除きます。
■開設時間　午前9時～午後3時
■開設場所　戸沢保育園内
※出張イベント等のため留守になる
場合があります。来館の際は事前
に電話でお問い合わせください。
■ホームページアドレス　
http://www.keiaishin.or.jp/
■メールアドレス　
gungun@keiaishin.or.jp
※4月4日より運用開始。育児相
談もこちらで受け付けます。
問子育て支援センターぐんぐん
　 ☎(56)2002（電話番号変更なし）

春のおうたで遊ぼう
▶事前にお申し込みください

小学校入学前の親子など対象
　お子さんやお孫さんと一緒に
歌って踊って遊びましょう。ベ
ビーマッサージも体験できます。
■期日　4月4日(月)
■時間　午前10時30分～11時30分
■会場　アクトザールＭ（楯岡十日町）
■参加費　1家族1,000円（お菓子付)
■定員　30組
問ママとうたう会（二瓶明美）
　 ☎080(3334)7729

13 広報　市民の友　むらやま　　28.4.1



特
集
　
村
山
市
長
賞

楯岡中新体操部

市では、年度ごとに体育、芸術、文化、善行などの各分野において優
れた成績を収めた市内の小中学生に「村山市長賞」を贈っています。
学校名と学年は、受賞時のものです。(敬称略)

山岸　豪貴
(楯岡小　3年)

第15回全日本少年少女空手道選手権大会
県予選会　小学3年男子組手　第1位

空手道

高橋　悠空
(西郷小　1年)

第33回県ジュニア空手道選手権大会
小学1年男子形　第1位

空手道

楯岡小アンサンブル部金管八重奏

平成27年度 村山市長賞

青柳　南渚
(戸沢小　6年)

安達　鈴音
(袖崎小　6年)

第38回全国JOCジュニアオリンピッ
クカップ春季水泳競技大会県予選会
11～12歳女子200ｍ個人メドレー　第1位

第15回県少年健全育成柔道大会兼
第12回全国小学生学年別柔道大会
県予選大会　女子6年45kg級　第1位

水泳

仲嶋　琉衣
(大久保小　2年)

第27回防犯広報作品コンクール
標語小学生の部　最優秀

標語 柔道

淀川　来晴
(楯岡中　2年)

松木　瑠々
(楯岡中　3年)

第48回YBC読書感想「本の森たんけん」
特選

第14回未成年者飲酒防止ポスター・ス
ローガン・学校賞　募集キャンペーン
ポスター部門中学生　優秀

感想文

下河辺　快
(楯岡中　3年)

第48回YBC読書感想「本の森たんけん」
特選

感想文 ポスター

井上　大輔
(楯岡中　3年)

池田　佳玲奈
（楯岡中　3年)

第55回県中学校総合体育大会
柔道競技  男子個人90kg級　第1位

第65回全国小・中学校作文コンクール
県審査　最優秀賞

柔道

永岡　拓翔
(楯岡中　3年)

第55回県中学校総合体育大会
柔道競技　男子個人90kg超級　第1位

柔道 作文

第
39
回
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
　
金
賞

第
37
回
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

新
体
操
女
子
団
体
　
第
1
位
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特
集
　
村
山
市
長
賞

第55回県中学校総合体育大会　柔道競技　
男子団体　第1位

楯岡中柔道部

第36回公益社団法人上山青年会議所杯春の選抜
中学校野球大会　優勝

楯岡中軟式野球部

樋口　泰誠
(楯岡中　3年)

安達　陸来
（楯岡中　2年)

第23回県少年少女スポーツ交流大会
陸上競技大会　中学男子100ｍ　第1位

第45回県中学校新人体育大会
柔道競技　男子個人90kg級　第1位

森　夏鈴
(楯岡中　3年)

第55回県中学校総合体育大会
陸上競技大会　女子共通走高跳　第1位

陸上

太田　彩希
(楯岡中　2年)

第27回読書感想画中央コンクール
県コンクール
中学校の部　自由図書　最優秀

絵画

佐藤　麗
(楯岡中　2年)

第38回全国JOCジュニアオリンピッ
クカップ夏季水泳競技大会県予選会
13～14歳女子200ｍ自由形　第1位

緑川　凌
(楯岡中　3年)

第17回東北中学生空手道選手権大会
男子個人形　3年の部　第1位

水泳 空手道

第25回春の全国小学生ドッジボール選手権
県予選会　優勝

大久保ビッグファイターズ

平成27年度ＴＢＣ子ども音楽コンクール東北大会　
小学校合唱の部　優秀
第82回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール県コンクール　金賞

楯岡小合唱部

柔道陸上

今　立樹
(葉山中　3年)

石川　星河
(葉山中　3年)

第75回全国教育美術展県審査
中学3年　特選

第42回全日本中学校陸上競技選手権
大会　男子棒高跳　第2位

絵画

鹿柴　杏香
(葉山中　3年)

第61回全日本中学校通信陸上競技
県大会　女子共通走高跳　第1位

陸上 陸上

15 広報　市民の友　むらやま　　28.4.1



　市内でおこなわれた催しや市にまつわる出来事などを取
材し、市民のみなさんに楽しい話題をお伝えします。
　児童・生徒の学校名と学年は取材当時のものです。

　
楯
岡
出
身
で
あ
る
村
川
透
監
督
の
映

画
作
品
「
さ
ら
ば
あ
ぶ
な
い
刑
事
」
の

大
ヒ
ッ
ト
を
お
祝
い
し
、
2
月
22
日
に

ア
ク
ト
ザ
ー
ル
Ｍ
で
祝
賀
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
会
に
は
監
督
の
同
級
生
や

フ
ァ
ン
な
ど
が
駆
け
つ
け
、
監
督
を
囲

ん
で
和
や
か
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。
ま

た
、
3
月
12
日
に
は
山
形
市
内
の
映
画

館
で
大
ヒ
ッ
ト
記
念
の
舞
台
あ
い
さ
つ

が
お
こ
な
わ
れ
、
主
演
の
舘
ひ
ろ
し
さ

ん
、
川
西
町
出
身
の
仙
元
誠
三
撮
影
監

督
と
と
も
に
村
川
監
督
が
登
壇
。
「
今

の
自
分
が
あ
る
の
は
古
里
の
お
か
げ
。

古
里
に
帰
る
と
勇
気
づ
け
ら
れ
る
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

村
川
透
監
督
映
画
が
大
ヒ
ッ
ト

ま
ち
の
話
題

村川監督（右）、舘ひろしさん（中央）、仙元撮影監督（左）

　
2
月
24
日
、
西
郷
小
学
校
か
ら
塩
竈

市
へ
の
義
援
金
1
万
円
が
村
山
市
へ
寄

託
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金
は
、
同

校
の
環
境
・
ス
マ
イ
ル
委
員
会
が
呼
び

か
け
を
お
こ
な
い
、
ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル

タ
ブ
を
回
収
し
て
得
た
収
益
か
ら
贈
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
平
成
25
年
度
か
ら

実
施
し
、
今
回
で
3
回
目
。
こ
の
日
は

環
境
・
ス
マ
イ
ル
委
員
会
を
代
表
し

て
、
西
郷
小
6
年
生
の
星
川
悠
人
さ
ん

と
矢
萩
来
夢
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、

志
布
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
後
日
義
援
金
を
受
け
取
っ
た

佐
藤
昭
塩
竈
市
長
か
ら
、
感
謝
の
言
葉

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

西
郷
小
が
塩
竈
市
へ
義
援
金志布市長へ義援金を手渡す西郷小児童

　
市
は
、
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難

所
の
設
置
運
営
に
関
す
る
協
定
を
２
月

19
日
、
県
立
楯
岡
特
別
支
援
学
校
、
市

内
６
つ
の
福
祉
施
設
と
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に
、
介
護

が
必
要
な
方
や
障
が
い
を
持
つ
方
が
安

心
し
て
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。（
※
直
接
避

難
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
ま
た
、

３
月
17
日
に
は
、
一
般
社
団
法
人
山
形

県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
災
害
時
に
お
け
る

応
急
対
策
用
燃
料
等
の
供
給
応
援
に
関

す
る
協
定
を
締
結
。
こ
れ
に
よ
り
、
避

難
所
で
の
炊
き
出
し
対
応
な
ど
が
よ
り

一
層
確
実
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
協
定
を
締
結

◀
福
祉
避
難
所
に
関
す
る

協
定
を
締
結

▶
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と
の

協
定
を
締
結
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２
月
28
日
、
市
民
会
館
で
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
歌
劇
「
魔
笛
」
が
上
演
さ
れ
、

約
８
０
０
人
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
形
オ
ペ
ラ
協
会
の
み
な
さ

ん
と
山
形
交
響
楽
団
に
よ
っ
て
上
演
さ

れ
た
も
の
で
、
市
民
会
館
で
オ
ペ
ラ
が

上
演
さ
れ
た
の
は
開
館
以
来
初
。
　

　
こ
の
日
は
、
日
本
語
で
の
上
演
と

あ
っ
て
、
途
中
で
笑
い
が
起
き
る
な

ど
、
分
か
り
や
す
く
劇
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
本
格
的

な
迫
力
あ
る
舞
台
の
演
技
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
に
魅
了
さ
れ
、
終
演
後
、

客
席
か
ら
は
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
が
鳴
り

や
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
3
月
5
日
、
甑
葉
プ
ラ
ザ
で
「
甑
葉

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
元
気
ま
づ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の

対
象
は
65
歳
以
上
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甑
葉

プ
ラ
ザ
ネ
ッ
ト
（
前
田
和
之
理
事
長
）

と
Ｇ
Ｂ
Ｍ
実
行
委
員
会
（
下
山
学
代

表
）
が
共
同
開
催
し
、
初
め
て
実
施
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
つ
り
で
は
、
楯

岡
中
学
校
１
、
2
年
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
15
人
が
参
加
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
爪

磨
き
な
ど
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
踊
り

や
演
奏
を
披
露
。
ま
た
、
朝
倉
さ
や
さ

ん
の
民
謡
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
約

５
５
０
人
の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
を
上
演

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

笑
顔
に
し
た
元
気
ま
づ
り

ま
ち
の
話
題

魅了された市民会館初の本格的なオペラ上演

　
3
月
8
日
、
県
庁
で
「
里
の
名
水
・

や
ま
が
た
百
選
」
の
選
定
書
交
付
式
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
良
好

な
水
質
と
水
量
を
有
し
、
地
域
住
民
が

保
全
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
湧
水
で

あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
県
が
募
集
し
選

定
し
た
も
の
で
す
。
今
回
が
初
め
て
の

選
定
で
13
か
所
の
湧
水
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
村
山
市
か
ら
は
樽
石
大
学
へ
の
水

路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
「
い
た
や
清す

水ず

」
と
、
樽
石
川
最
上
流
部
に
位
置
し

景
観
も
美
し
い
「
清す

水ず

衛え

殿で
ん

」
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
宝
で
あ
る
名
水

は
、
優
れ
た
観
光
素
材
と
し
て
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
の
登
下
校
に
必
要
な
バ
ス
の

老
朽
化
に
伴
い
、
１
月
15
日
に
葉
山
中

学
校
へ
、
３
月
１
日
に
楯
岡
中
学
校

へ
、
１
台
ず
つ
新
し
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
に
広
く

デ
ザ
イ
ン
を
募
り
、
２
つ
の
山
と
最
上

川
は
細
谷
涼
さ
ん
（
葉
山
中
１
年
）
、

鳴
子
は
田
中
ひ
か
り
さ
ん
（
楯
岡
中
３

年
）
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

ま
し
た
。
色
は
、
薄
暗
い
と
き
や
雪
道

で
も
目
立
つ
よ
う
に
赤
と
黄
色
を
基
調

に
し
て
い
ま
す
。
赤
は
甑
岳
と
葉
山
、

黄
色
の
帯
は
最
上
川
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

市
の
花
バ
ラ
と
徳
内
ま
つ
り
の
象
徴
で

あ
る
鳴
子
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

中学生がデザインしたスクールバス

樽
石
の
湧
水
が

や
ま
が
た
の
名
水
に
選
定

中
学
生
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
デ
ザ
イ
ン

コケむした石の間を澄んだ水が流れる清水衛殿

朝倉さやさんのトークも楽しんだ民謡コンサート
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表
彰
者
紹
介
・
生
活
福
祉
情
報
・
国
民
年
金
情
報

表彰者のみなさんをご紹介します｡
受賞、おめでとうございます!

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
定
の
障
が
い

の
あ
る
方
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
自

家
用
車
へ
の
給
油
に
利
用
で
き
る
ガ
ソ

リ
ン
券
の
交
付
も
お
こ
な
い
ま
す
。
交

付
は
い
ず
れ
か
一
方
で
す
。
対
象
の
方

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
ガ
ソ
リ
ン
券

対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
〜
４

級
）
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
ま
た
は
障
害

者
総
合
支
援
法
の
対
象
疾
患
に
該
当
す

る
方
の
う
ち
対
象
と
な
る
方
が
市
民
税

非
課
税
の
方
。

助
成
額
　
券
１
枚
で
５
０
０
円

交
付
枚
数
　
月
１
枚
（
年
間
最
大
12
枚
）

申
請
に
必
要
な
も
の
　
各
種
手
帳
、
印

鑑
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、
リ
フ
ト
付
き
タ

ク
シ
ー
券
の
詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
／

福
祉
課
生
活
福
祉
係  

☎
内
線
147

生
活
福
祉
情
報

国
民
年
金
情
報

福
祉
ガ
ソ
リ
ン
券
を
交
付
し
ま
す

文部科学大臣表彰

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生
の
方

が
在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
と
き
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　
申
請
に
は
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
平
成
27
年
度
に
承
認
を
受
け

た
方
で
、
申
請
の
際
に
平
成
28
年
４
月

以
降
も
引
き
続
き
同
じ
学
校
に
在
学
予

定
と
し
た
場
合
は
、
申
請
書
（
は
が

き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

■
定
例
年
金
相
談

　
寒
河
江
年
金
事
務
所
へ
ご
希
望
の
時

間
を
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
日
　
4
月
8
日
(金)

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
　
市
商
工
会
館

■
問
合
せ
先
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７
(84)
２
５
５
１
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係  

☎
内
線
112

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■第68回優良公民館表彰
　優秀館　戸沢地域市民センター
　
　文部科学省では、全国の公民館
の中から、特に事業内容・方法な
どに工夫をこらし、地域住民の学
習活動に大きく貢献していると認
められるものを優良公民館として
表彰しています。3月3日、全国
から選ばれた77の優良公民館の
うち、戸沢地域市民センターは特
に優れた5つの公民館に選ばれ表
彰されました。これは、数多くの
先駆的な公民館・生涯学習事業を
実践し、独創的な「ひっぱりうど

第50回記念県写真展

■山形新聞社長賞
　安達　智さん（袖崎）
■入選
　伊藤恒雄さん（楯岡）
　榎本和彦さん（楯岡）
　大戸正二さん（楯岡）
　笹原　潔さん（楯岡）
　樽石良一さん（楯岡）
　矢口宏之さん（楯岡）
　伊藤　正さん（戸沢）
　高橋俊則さん（戸沢）
　安達　智さん（袖崎）

ん研究所」の設立や地元小学校と
連携した「未来に伝えたい方言番
付70＋α」などの優れた活動が
認められたものです。

左から、中里安夫村山戸沢まちづく
り協議会長、松田芳信戸沢地域市民
センター長、青柳フヂ子前戸沢地区
公民館長
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むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

村
山
駅

村
山
駅

村山総合支庁
北庁舎
村山総合支庁
北庁舎

市民会館市民会館

村
山
税
務
署

村
山
税
務
署

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

鶏と
り

　し
お

　ね
ぎ

　な
べ

塩
葱
鍋
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

住所：楯岡笛田二丁目4-45   電話：080-1676-1501  営業時間：午後7時～午後11時(金･土･日曜日は午後6時から)  定休日：月・火曜日

次回は、高橋さんがお薦めのひつじや（富並）を取材します。

　
市
民
会
館
駐
車
場
の
西
側
に
店
を
構

え
る
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
は
、
食
事
や

お
酒
と
と
も
に
ダ
ー
ツ
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
め
る
お
店
で
す
。
店
長

の
高
橋
健
志
さ
ん
（
楯
岡
）
は
富
並
出

身
。
ダ
ー
ツ
や
サ
ー
フ
ィ
ン
の
趣
味
を

持
つ
高
橋
さ
ん
は
、
村
山
市
内
に
も
若

者
が
楽
し
め
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
と

平
成
22
年
に
店
を
始
め
、
平
成
26
年
か

ら
は
現
在
の
場
所
に
移
転
し
て
営
業
し

て
い
ま
す
。

　
「
鶏
塩
葱
鍋
」
は
澄
ん
だ
鶏
ス
ー
プ

が
決
め
手
の
鍋
で
す
。
具
材
は
鶏
肉
と

豆
腐
、
ネ
ギ
、
旬
の
野
菜
と
シ
ン
プ

ル
。
沸
騰
さ
せ
ず
に
じ
っ
く
り
引
き
出

し
た
鶏
ス
ー
プ
の
お
い
し
さ
を
生
か
す

よ
う
、
味
付
け
は
天
然
塩
の
み
で
す
。

鍋
か
ら
は
ス
ー
プ
の
良
い
香
り
が
立

ち
、
口
に
含
め
ば
あ
っ
さ
り
し
な
が
ら

も
し
っ
か
り
し
た
鶏
の
う
ま
味
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
お
楽
し
み
は
鍋
の
締
め
。
ご

飯
の
ほ
か
に
卵
か
チ
ー
ズ
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
残
っ
た
ス
ー
プ
を
ご
飯

に
し
み
込
ま
せ
た
後
、
卵
を
入
れ
れ
ば

雑
炊
に
、
チ
ー
ズ
を
入
れ
れ
ば
リ
ゾ
ッ

ト
と
し
て
楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、
飲
み
物
の
種
類
も
充
実
し
て

お
り
、
焼
酎
、
日
本
酒
の
ほ
か
、
本
格

的
な
カ
ク
テ
ル
も
50
種
類
以
上
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と
い
う
店
名
に

は
、
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る

憩
い
の
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

高
橋
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
店
内
は
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て

お
り
、
木
な
ら
で
は
の
温
か
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
居
心
地
の
良
さ
を
考
え
、
内

装
の
ほ
と
ん
ど
は
高
橋
さ
ん
が
自
分
で

手
掛
け
た
そ
う
で
す
。

　
「
年
齢
や
国
籍
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
仲
良
く
な
れ
る
交
流

の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
高
橋
さ

ん
。
友
達
の
輪
を
広
げ
る
優
し
い
味
わ

い
の
あ
っ
た
か
鍋
。
わ
だ
い
の
グ
ル
メ

を
召
し
上
が
れ
。

娘の紅里ちゃんとサーフボードの前で
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お
知
ら
せ

・
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課　

☎
内
線
114

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
費
用
助
成

平
成
28
年
度
の
対
象
者

　

今
ま
で
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
方
で
、
①
②
の
ど
ち
ら
か
に

あ
て
は
ま
る
方

①
今
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

に
な
る
方

②
接
種
日
当
日
、
60
歳
か
ら
65
歳
未
満

の
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に

障
が
い
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

1
級
相
当
）

接
種
期
限　

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

助
成
金
額　

４
、
０
０
０
円

※
北
村
山
地
区
の
医
療
機
関
で
は
、
自

己
負
担
額
が
４
、
０
０
０
円
で
す
。

接
種
方
法　

保
健
課
に
申
し
込
む
↓
接

種
券
を
受
取
る
↓
医
療
機
関
へ
予
約
↓

予
防
接
種
を
受
け
る

■
問
合
せ
／
保
健
課　
　
　

☎
内
線
137

成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方
。

た
だ
し
、
課
税
者
の
扶
養
と
な
っ
て
い

る
場
合
や
生
活
保
護
の
受
給
者
は
除
き

ま
す
。

支
給
額　

１
人
３
０
、
０
０
０
円

注
意　

高
齢
者
向
け
の
給
付
金
を
よ
そ

お
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人

情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
を
お
願
い
し
た
り
、
手
数
料
な
ど

の
振
込
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課　
　
　

☎
内
線
142

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間　

4
月
6
日
（水）
〜
15
日
（金）

　

春
は
、
新
入
学
児
童
（
園
児
）
や
運

転
未
熟
な
新
社
会
人
な
ど
が
新
た
に
道

路
交
通
に
参
加
し
始
め
、
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
道
路
横
断
時
、
交
差
点
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

「
ハ
ッ
ピ
ー
リ
ー
ダ
ー
推
進
企
業
」
と

し
て
認
定
し
、
認
定
ス
テ
ッ
カ
ー
を
差

し
上
げ
ま
す
。
市
で
は
今
後
、
こ
の
よ

う
な
取
組
み
を
積
極
的
に
お
こ
な
う

「
あ
い
あ
る
優
良
企
業
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。

前
期
募
集
期
限　

4
月
28
日
(木)

※
認
定
基
準
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課
☎
内
線
163

高
齢
者
向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）の
申
請

　

低
所
得
の
高
齢
者
を
対
象
に
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
間　

4
月
20
日
（水）
か
ら
7
月
20

日
（水）
の
平
日

時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

申
請
場
所　

・
4
月
20
日
〜
5
月
13
日　

農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

・
5
月
16
日
〜
7
月
20
日　

福
祉
課

※
郵
送
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

で
の
申
請
も
可

対
象
者　

平
成
27
年
1
月
1
日
時
点
で

住
民
票
が
村
山
市
に
あ
り
、
平
成
27
年

度
市
民
税
が
非
課
税
の
方
の
う
ち
、
平

ハ
ッ
ピ
ー
リ
ー
ダ
ー
推
進
企
業
を
募
集

　

市
で
は
子
育
て
世
代
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
ハ
ッ
ピ
ー

リ
ー
ダ
ー
の
仕
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
企
業
や
事

業
所
内
で
、
結
婚
や
妊
娠
・
出
産
・
育

児
に
関
す
る
相
談
に
乗
っ
た
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
こ
な
う
方
を
指
す
、
市
独

自
の
名
称
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
す
で
に
ハ
ッ
ピ
ー
リ
ー

ダ
ー
と
言
え
る
よ
う
な
方
が
い
る
、
こ

れ
か
ら
設
定
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
、

な
ど
の
先
進
的
な
事
業
所
を
募
集
し

ま
す
。
基
準
を
満
た
し
た
事
業
所
は

ハ
ッ

高等
支

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の

高の
費
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お
知
ら
せ

無料体験受付中無料体験受付中

お近くの教室で随時受け付け中です
詳しくはお気軽にお問い合わせ下さい

℡090-8928-6229
日本珠算連盟認定
（日本商工会議所） 聖加珠算学園

大場　明美

西郷教室
授業日
月・水・金曜 月・木・土曜

戸沢教室
授業日

火・水・土曜

冨本教室
授業日

火・木・土曜

富並教室
授業日

春の春の春のののの春春春春春春の春の春の春春春春春春春春の春の春の春春春春春春春春春春春春春春春ののののののののののののののののの春の春の春のののののののののののののの春ののののの春の春の入学キャンペーン入学入入学学キ学学キキキャンンペンペーーンンンンンンン
①体験学習が2回分 　　  です
②入塾月の月謝が　　  です
③今月入塾者に限り、
　をプレゼントします
この機会にぜひ一度、見学にきてみませんか？

無料無料
無料無料
ワンタッチそろばんワンタッチそろばん

＜規格＞　2 色刷り
・全枠 256 ㎜×55㎜
・半枠 125 ㎜×55㎜
＜掲載料（消費税込）＞
・全枠 21,600 円　・半枠 10,800 円
＜申込み方法＞
掲載希望号の約 1 か月前まで、広告原
稿を添えて申請書を市総務課へ提出し
てください。
■問合せ／市総務課広報広聴係
　☎0237(55)2111　内線 211
　E-mail：soumu@city.murayama.lg.jp

「市民の友」に広告を掲載してみま
せんか？
市内の事業所や市
内で活動している
団体を優先して掲
載します。
ぜひ、ご活用くだ
さい。

広
告

広
告

森
林
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
森
林
の
所
有
や
伐
採
に
つ
い
て
、
法

律
に
よ
り
市
役
所
へ
の
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
新
規
の
森
林
所
有
者
の
届
出

　
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　
面
積
に
関
わ
ら
ず
、
売
買
や

相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
個
人
お
よ
び
法
人

届
出
期
間
　
土
地
の
所
有
者
に
な
っ
て

か
ら
90
日
以
内

■
森
林
伐
採
の
届
出

　
保
安
林
で
の
伐
採
や
伐
採
面
積
が
1

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
は
、
別
途

手
続
き
が
必
要
で
す
。
森
林
の
立
木
を

伐
採
す
る
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間
　
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら

30
日
前

■
山
火
事
防
止
運
動

期
間
　
4
月
1
日
（金）
〜
5
月
31
日
（火）

　
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
農
林
課
　
　
　
☎
内
線
255

お
い
し
い
山
形
空
港
名
古
屋
便

2
便
化
記
念
運
賃
助
成

　
名
古
屋
便
が
2
便
化
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
、
市
民
が
対
象
期
間
中
に
名
古

屋
便
を
利
用
し
た
場
合
、
山
形
空
港
利

用
拡
大
推
進
協
議
会
か
ら
助
成
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

助
成
対
象
搭
乗
期
間

3
月
27
日
（日）
〜
4
月
30
日
（土）

※
助
成
予
定
数
に
達
し
次
第
終
了

助
成
金
額
　
往
復
５
、
０
０
０
円
／
人

　
　
　
　
　
片
道
２
、
５
０
０
円
／
人

（
最
大
で
1
人
4
席
分
ま
で
助
成
）

申
請
方
法
　
事
前
に
電
話
や
メ
ー
ル
で

申
込
み
、
搭
乗
後
、
助
成
金
交
付
申
請

書
に
搭
乗
券
な
ど
を
添
付
し
て
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
政
策
推
進
課
　
☎
内
線
272

生
涯
学
習
活
動
を
応
援
し
ま
す

　
サ
ー
ク
ル
や
団
体
な
ど
が
生
涯
学
習

活
動
を
実
施
し
、
講
師
に
謝
礼
を
支
払

う
場
合
、
謝
礼
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
332

危
険
物
取
扱
者
試
験

　
受
験
願
書
は
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

試
験
日
　
6
月
11
日
（土）
　
午
前
中

会
場
　
村
山
産
業
高
等
学
校

受
付
期
間

電
子
申
請
　
4
月
15
日
（金）
〜
25
日
（月）

書
面
申
請
　
4
月
18
日
（月）
〜
28
日
（木）

■
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

期
日
　
5
月
28
日
（土）

時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

会
場
　
消
防
本
部

受
付
期
間
　
5
月
2
日
（月）
〜
16
日
（月）

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

危
険

お2
便

生
涯

森
林
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消
防
設
備
士
試
験

　

受
験
願
書
は
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

試
験
日　

5
月
28
日
（土）　

午
前
中

会
場　
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ（
山
形
市
）

受
付
期
間　

電
子
申
請　

4
月
8
日
（金）
〜
18
日
（月）

書
面
申
請　

4
月
11
日
（月）
〜
21
日
（木）

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

春
季
火
災
予
防
運
動

期
間　

4
月
9
日
（土）
〜
22
日
（金）

■
防
災
無
線
放
送

日
時　

4
月
9
日
（土）　

午
前
6
時
30
分

　
　
　
　
　

22
日
（金）　

午
後
8
時

■
警
鐘
打
鳴

期
間　

4
月
16
日
（土）
〜
22
日
（金）

時
間　

午
前
6
時
、
午
後
7
時

■
市
防
災
訓
練

　

大
地
震
を
想
定
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時　

4
月
10
日
（日）　

午
前
9
時
〜

会
場　

大
久
保
地
域

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

救
急
救
命
士
の
病
院
実
習

　

救
急
救
命
士
が
お
こ
な
え
る
救
急
救

命
処
置
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

確
か
な
技
術
を
習
得
す
る
た
め
に
定
期

的
に
北
村
山
公
立
病
院
で
実
習
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
消
防
署　

☎
（55）
２
５
１
４

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
免
状
の
写
真
書
換
え

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義

務
と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免
状
交

付
の
日
か
ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の

書
換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
写
真
の
書
換
え
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部
☎

（55）
２
５
１
４

伝
統
文
化
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

小
関　

☎
（55）
５
１
４
１

■
村
山
い
け
ば
な
こ
ど
も
教
室

対
象　

幼
児
〜
中
学
3
年
生

活
動
日　

4
月
16
日
（土）
〜
平
成
29
年
1

月
ま
で
の
土
曜
日
（
月
2
回
程
度
）

参
加
費　

1
回
８
０
０
円
（
花
代
）

指
導
者　

い
け
ば
な
師
範　

小
関
喜
一

■
村
山
子
ど
も
民
踊
ク
ラ
ブ

対
象　

幼
児
〜
小
学
６
年
生

活
動
日　

4
月
16
日
（土）
〜
平
成
29
年
3

月
ま
で
の
土
曜
日
（
月
2
回
程
度
）

参
加
費　

初
回
の
み
２
、
０
０
０
円

指
導
者　

県
民
踊
協
会
師
範
小
関
文
江

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

☎
内
線
332

犬
の
新
規
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
忘
れ
ず
に

　

犬
の
飼
い
主
に
は
「
犬
の
登
録
」
と

「
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
忘
れ

ず
に
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

対
象　

生
後
91
日
以
上
の
犬

■
予
防
注
射
の
日
時
・
会
場

・
4
月
26
日
（火）

午
前
10
時
〜
30
分
＝
杉
島
第
一
公
民

館
、
午
前
10
時
45
分
〜
11
時
30
分
＝
西

郷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
午
後
1
時
〜

30
分
＝
大
高
根
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、

午
後
2
時
〜
30
分
＝
袖
崎
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー

・
4
月
27
日
（水）

午
前
10
時
〜
30
分
＝
岩
野
会
館
、
午
前

10
時
40
分
〜
11
時
10
分
＝
冨
本
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
午
前
11
時
20
分
〜
正
午

＝
大
久
保
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
午
後

1
時
30
分
〜
50
分
＝
稲
下
会
館
、
午
後

2
時
10
分
〜
30
分
＝
白
鳥
公
民
館

・
4
月
28
日
（木）

午
前
10
時
〜
40
分
＝
大
倉
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
、
午
前
10
時
50
分
〜
11
時
20
分

＝
鶴
ヶ
町
公
民
館
、
午
前
11
時
30
分
〜

正
午
＝
楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
午
後

1
時
30
分
〜
2
時
＝
五
日
町
公
民
館
、

午
後
2
時
15
分
〜
3
時
＝
市
民
会
館

■
新
規
登
録
と
予
防
注
射

1
頭
６
、
２
０
０
円
（
印
鑑
持
参
）

■
予
防
注
射
の
み

1
頭
３
、
２
０
０
円
（
通
知
は
が
き
と

犬
の
鑑
札
を
持
参
）

※
お
つ
り
が
な
い
よ
う
に
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。

※
予
防
注
射
は
1
頭
1
針
で
す
。
針
の

使
い
ま
わ
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
犬
を
制
御
で
き
る
方
が
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

■
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

・
散
歩
で
は
制
御
で
き
る
リ
ー
ド
を
持
つ

・
散
歩
中
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
る

・
柵
に
囲
ま
れ
た
自
己
の
敷
地
内
や
屋

内
で
飼
う
場
合
以
外
は
、
放
し
飼
い
は

春
季

救
急

危の
免

犬注
射

伝
統

お
知
ら
せ

消
防
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不
動
産
無
料
相
談

　
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
に
つ

い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
直
接
会
場
に
ど
う
ぞ
。

日
時
　
4
月
13
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午

※
受
付
は
午
前
11
時
ま
で

会
場
　
甑
葉
プ
ラ
ザ
1
階
市
民
の
部
屋

■
問
合
せ
／
（
公
社
）県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

建
設
・
建
築
に
関
す
る
無
料
相
談

　
建
設
・
建
築
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
　
平
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時

困
り
ご
と
・
相
談

禁
止

・
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
不

妊
・
去
勢
手
術
を
す
る

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課
　
☎
内
線
116

市
観
光
物
産
協
会
の
事
務
所
が
移
転

　
市
観
光
物
産
協
会
の
事
務
所
が
市
役

所
内
か
ら
村
山
駅
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ
／
（
一
社
）市
観
光
物
産
協
会

　
　
☎

（53）
１
３
５
１

市
民
行
政
相
談

　
行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
、
困
り
ご

と
な
ど
に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

日
時
　
4
月
14
日
（木）
午
後
1
時
〜
3
時

会
場
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課
　
☎
内
線
112

会
場
　
北
村
山
建
設
業
協
会

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
北
村
山
建
設
業

協
会
　
　
　
　
　
　
　
☎

（55）
６
５
４
０

無
料
登
記
相
談
会

　
土
地
家
屋
調
査
士
と
司
法
書
士
が
登

記
、
境
界
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
4
月
10
日
（日）
午
前
9
時
〜
正
午

会
場
　
尾
花
沢
市
中
心
商
店
街
活
性
化

セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
北

村
山
支
部
　
　
　
　
　
☎

（35）
３
９
２
６

北
村
山
公
立
病
院
職
員
採
用
試
験

　
全
職
種
で
有
資
格
者
が
対
象
で
す
。

試
験
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

薬
剤
師
＝
1
名
、
助
産
師
＝
若
干
名
、

看
護
師
＝
5
名
程
度

受
付
期
間
　
4
月
4
日
（月）
〜
5
月
13
日
（金）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

試
験
日
時
　
5
月
21
日
（土）
午
前
9
時
〜

試
験
会
場
　
北
村
山
公
立
病
院

試
験
種
目
　
作
文
・
面
接
試
験

■
問
合
せ
／
北
村
山
公
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎

（42）
２
１
１
１

県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
県
で
は
消
費
生
活
に
関
す
る
啓
発
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民

市
観

不
動

建
設

無
料

県
消

北
村

ヤマハ音楽教室（満1才～成人）

ヤマハ英語教室（満1才～小学生）

ヤマハ大人の音楽教室（中学生～：東根店にて）

無
料
体
験
教
室
実
施
中

生
徒
募
集
中

㈱菅野時計店楽器部
☎55-6111 楯岡五日町

☎53-0241 さくらんぼ東根駅前
東根支店管楽器工房Brass

広
告

お
知
ら
せ

試
験
・
募
集
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お
知
ら
せ

申
込
期
限　

5
月
13
日
（金）

■
問
合
せ
／
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
３
０
）３
２
３
７

パ
ソ
コ
ン
入
門（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）教
室

　

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
方
が

対
象
で
す
。
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
各
コ
ー
ス
7
名
。

期
間　

5
月
9
日
（月）
〜
30
日
（月）
の
毎
週

月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日
（
全
10
回
）

時
間　
昼
コ
ー
ス
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

夜
コ
ー
ス　

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
大
久
保
）

受
講
料　

１
０
、
０
０
０
円

申
込
期
限　

4
月
9
日
（土）

■
問
合
せ
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（54）
２
３
２
０

市
ク
ラ
ブ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
し
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。
1
チ
ー
ム
4
人

か
ら
5
人
で
、
参
加
料
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　

4
月
29
日
（
金
・
祝
日
）

会
場　
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
料　

1
チ
ー
ム
１
０
、
０
０
０
円

プ
レ
ー
代　

メ
ン
バ
ー
４
、
３
０
０
円

　
　
　
　
　

ビ
ジ
タ
ー
７
、
０
０
０
円

※
プ
レ
ー
代
は
税
別
、
飲
食
代
は
別
途

申
込
期
限　

4
月
18
日
（月）

■
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ　
　
　
　
　
　

☎
（53）
３
３
１
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
4
月
か
ら
9
月

の
無
料
送
迎
バ
ス

　

帰
り
の
バ
ス
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
を

午
後
3
時
に
出
発
し
ま
す
。

■
戸
沢
・
岩
野
方
面

運
行
日　

４
月
6
日

（水）
、
5
月
11
日

（水）
、
6
月
1
日
（水）
、
7
月
6
日
（水）
、
8

月
3
日
（水）
、
9
月
7
日
（水）

停
留
所
（
時
間
）　

宮
下
・
平
和
の
森　
　

午
前
８
時
50
分

宮
下
公
民
館　
　
　
　

午
前
８
時
52
分

中
里
工
業　
　
　
　
　

午
前
８
時
53
分

土
海
在
家
公
民
館　
　

午
前
８
時
56
分

岩
野
会
館　
　
　
　
　

午
前
9
時
3
分

■
大
高
根
方
面

運
行
日　

4
月
13
日

（水）
、
5
月
18
日

（水）
、
6
月
8
日
（水）
、
7
月
13
日
（水）
、
8

月
10
日
（水）
、
9
月
14
日
（水）

停
留
所
（
時
間
）　

深
沢
・
笹
原
オ
テ
ウ
さ
ん
宅　

午
前
8
時
50
分

山
の
内
・
井
上
商
店　

午
前
8
時
58
分

Ｊ
Ａ
大
高
根
事
務
所　

午
前
9
時
3
分

ハ
ッ
ピ
ー
美
容
室　
　

午
前
9
時
5
分

小
滝
公
民
館　
　
　
　

午
前
9
時
6
分

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（56）
３
３
５
１

介
護
家
族
の
会

　

介
護
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加
料
無
料
。

期
日　

4
月
16
日
（土）

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場　

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
／
工
藤

☎
０
９
０（
２
８
４
４
）１
１
５
０

自
衛
隊
大
高
根
演
習
場

4
月
の
訓
練
予
定

大
隊
練
成
訓
練
＝
1
日
（金）
〜
5
日
（火）
、

施
設
練
成
訓
練
＝
11
日
（月）
〜
21
日
（木）
、

隊
練
成
訓
練
＝
26
日
（火）
〜
30
日
（土）
、
離

着
陸
訓
練
＝
1
日
（金）
〜
28
日
（木）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（48）
１
１
５
１

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

■
し
ろ
は
と
保
育
園
へ

・
同
園
父
母
の
会
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

2
台
、
人
形
1
体

■
西
郷
小
学
校
へ

・
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
児
童
用
図
書
１
５
５

冊■
戸
沢
小
学
校
へ

・
同
校
協
力
会
が
デ
ジ
タ
ル
教
材
（
計

算
学
習
ソ
フ
ト
）
1
組

・
平
成
27
年
度
保
護
者
一
同
が
児
童
用

図
書
１
５
１
冊

■
富
並
小
学
校
へ

・
高
橋
道
明
さ
ん
（
大
高
根
）
が
木
製

置
物
1
体

■
楯
岡
中
学
校
へ

・
堀
井
宏
治
さ
ん
（
楯
岡
）
が
フ
ル
ー

ト
1
本

■
市
立
図
書
館
へ

・
井
上
幸
夫
さ
ん
（
楯
岡
）
が
児
童
用

図
書
52
冊

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形

4
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

■
日
時
、
対
戦
相
手

9
日
（土）　
午
後
1
時
〜
、Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

17
日
（日）　

午
後
2
時
〜
、
北
海
道
コ
ン

サ
ド
ー
レ
札
幌

29
日
（
金
・
祝
日
）　

午
後
4
時
〜
、

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

パ
ソ

市
ク

介
護

自4
月
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お
知
ら
せ

地域密着型
特別養護老人ホーム袖崎
小規模多機能袖崎

地域密着型
特別養護老人ホーム袖崎
小規模多機能袖崎

職 員 募 集職 員 募 集

■募集職種（資格）・人数
正職員

介護職員（介護福祉士）5名

臨時職員

介護職員（介護職員初任者研修

修了者、2級ヘルパー）5名

パート

介護職員（資格不問）6名

■応募方法
履歴書（写真貼付）を提出（郵送可）。

書類選考後、面接日を連絡します。

■給与
当法人規定による。年間休日101日

■勤務地
土生田260-4（旧袖崎中跡地）

■問合せ・応募先
特別養護老人ホーム袖崎（菅原）

☎（52）8871　

広
告

広
告

MURAYAMA HotNews

　市保健センターに4月から、妊娠・出産・育児に関しての総合相談
窓口となる子育て世代包括支援センターを設置しました。
■母子保健コーディネーターを配置
　助産師の資格を持つ母子保健コーディネーターが相談に対応しま
す。相談者それぞれにあった細やかな支援を実施していきます。
■母子健康手帳交付となんでも育児相談の開催日時を拡充
平成27年度：毎週月曜日 午前9時～11時30分
→平成28年度：毎週月曜･火曜･水曜日 午前9時～午後2時30分
※都合がつかない場合は、個別に対応しますので事前にご連絡ください。
■産後ケアが必要な方に助産師が訪問
　赤ちゃんが生まれた全家庭に保健師が赤ちゃん訪問をしています。
4月からは、助産師が産後ケアの必要な方に訪問をおこないます。
■問合せ／保健課健康指導係  ☎内線136

保健センターに子育て世代包括支援センターを設置

こんなときは14日以内に届出を

こんなとき 必要なもの

国保に
入るとき

他市町村から転入 転出証明書

職場の健康保険をやめた
(扶養からはずれた) 資格喪失連絡票

子どもが生まれた 母子健康手帳

国保を
やめるとき

他市町村へ転出 ー

職場の健康保険に入った
(扶養になった) 職場が発行する保険証

死亡した 死亡を証明する書類

その他の
届出

修学のため他市町村に住む 在学証明書

修学期間が終わった 就職した場合は職場が
発行する保険証

住所、世帯主、氏名が変わった ー

保険証の紛失、汚れ 使えなくなった保険証

■窓口の一部負担金減免制度
　災害や失業などの特別な理由により、収入が著しく減少し、生活が
一時的に困難となった場合には、申請により医療機関窓口での支払い
を減額できる場合があります。詳しくはお問い合わせください。
■問合せ／保健課国保医療係  ☎内線134

　次のような国民健康保険の異動等の手続きは14日以内におこなって
ください。対象者の「保険証」「印鑑」「個人番号」のほかに手続き
する方の「身分証明書」、世帯主の「個人番号」も必要です。
　そのほか、手続きごとの必要なものは下記のとおりです。また、高
齢者受給者証、限度額認定証、身、子、親　医療証をお持ちの方は、
あわせてお持ちください。

○ ○○
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※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。
村山市の人口（3月1日現在)：25,415人　男：12,291人　女：13,124人　世帯数：8,229戸

ボランティア活動の様子

新たてやま委員長
6年　植松千陽さん

児童会引き継ぎ式の様子

前たてやま委員長
菅井菫玲さん

楯
岡
小
学
校

伝
統
の
た
て
や
ま
運
動

　
楯
岡
小
学
校
で
は
、
次
の
４
つ
の
活
動

「
た
」
た
え
な
い
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
名
人

「
て｣ 

て
き
ぱ
き
働
く
仕
事
名
人

「
や
」
や
さ
し
い
心
の
親
切
名
人

「
ま｣ 

毎
日
さ
わ
や
か
元
気
名
人

を
目
指
す
「
た
て
や
ま
運
動
」
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
度
は
、
「
た
」
た
え
な
い
笑
顔

の
あ
い
さ
つ
名
人
を
重
点
に
、
３
つ
の
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

①
あ
い
さ
つ
週
間
＝
学
年
ご
と
に
目
標
を
決
め
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
そ
の
達
成
を
目
指
す
取
組
み
。

②
生
活
委
員
会
に
よ
る｢

あ
い
さ
つ
運
動｣

＝ 

登

校
時
間
に
生
活
委
員
会
が
あ
い
さ
つ
を
し
、
大
き

な
声
で
で
き
た
児
童
に
シ
ー
ル
を
あ
げ
、
あ
い
さ

つ
の
木
に
貼
る
取
組
み
。

③
全
校
朝
会
前
の
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
＝
当
番
の

ク
ラ
ス
が
体
育
館
前
の
廊
下
に
並
び
、
み
ん
な
に

あ
い
さ
つ
を
す
る
取
組
み
。

　
こ
の
３
つ
の
取
組
み
で
、
朝
の
あ
い
さ
つ
が
と

て
も
明
る
く
な
り
、
村
山
警
察
署
長
か
ら｢ 

明
る

く
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
す
ば
ら
し
い
。
元
気
を
も

ら
え
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
児
童
の

取
組
み
が
地
域
の
方
に
も
伝
わ
り
う
れ
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。
楯
小
の
伝
統
で
あ
る
「
た
て
や
ま
運

動
」
。
今
年
度
も
「
た
」
を
中
心
と
し
た
３
つ
の

取
組
み
に
加
え
新
し
い
活
動
も
お
こ
な
い
、
あ
い

さ
つ
で
あ
ふ
れ
る
楯
小
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

朝のボランティア清掃朝会前のあいさつ運動

マラソン記録会6年生を送る会

さしい心の親切名人 いにちさわやか元気名人

きぱきはたらく仕事名人えない笑顔であいさつ名人た て

や ま

ぼくたち、わたしたちが「たてやま運動」を引き
継ぎます

今
回
か
ら
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
各
学
校
の
取
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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